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オリンパスの生体材料事業とテルモのコラーゲン事業を統合し 

新しい生体材料に関する共同事業を開始 
 

オリンパス株式会社 

テルモ株式会社 

オリンパスバイオマテリアル株式会社 

 

オリンパス株式会社（以下、オリンパス）とテルモ株式会社（以下、テルモ）、およびオリンパス

の 100％子会社であるオリンパスバイオマテリアル株式会社（以下、OBM）の 3 社は、2007 年 4

月 1 日からＯＢＭをオリンパス、テルモの共同出資会社とし、生体材料に特化した共同事業を開

始することに本日合意いたしました。 

この共同会社では、生体材料と再生医療を事業とするＯＢＭにテルモのコラーゲン事業を統

合することで、両社の技術を融合させた新しい製品の開発を目指し、整形外科、歯科、口腔外

科、形成外科、皮膚科等における生体材料事業を展開してまいります。 

なお、これを機に OBM は、「オリンパス テルモ バイオマテリアル株式会社」に社名変更し、３

年後に５０億円の売上を目指します。 

 

オリンパスとテルモは、2005 年に包括的業務提携を強化いたしました。以降、両社で、循環器疾患、が

ん、骨疾患（整形外科）領域などの分野で新しい医療機器の開発や新市場の共同開拓について検討を

重ねてまいりました。このたび、業務提携強化の一環として、共同出資会社による事業を開始することへ

の合意に至りました。生体材料に特化して一貫した事業体制を整えることで、両社の技術シナジーを活か

した新しい製品の開発を目指すとともに、生体材料事業のより一層の拡大を狙います。 

 

【共同事業の目的】 

近年の急速な高齢化に伴い、骨折や骨腫瘍といった骨疾患が増加しており、一般的な治療では、骨の

欠損部に人工骨や自家骨を移植する手術が行われています。特に、人工骨においては、自家骨移植に

比べて外科的侵襲が軽減され QOL の向上が期待できる理由から市場が拡大しつつあります。 

新しい人工骨複合材のイメージ 

生体の骨は、主にリン酸カルシウムとコラーゲンから出来ています。人工骨の開発において、リン酸カ

ルシムは OBM が、コラーゲンはテルモが製造技術・ノウハウを持っているため、両社の技術を融合するこ

とで、より生体の骨に近い、新しい人工骨

複合材（セラミックス粒子とコラーゲンを複

合化させた人工骨など）の開発が期待でき

ます。また、テルモの生体アクセス技術と

OBM の生体材料の組み合わせや販売市

場の拡大等、両社の技術・販売シナジーを

活かして、将来的には、身体に優しい生体

材料の開発により、新たな低侵襲治療の

市場を創生していきます。 
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【各社の技術の経緯】 

■オリンパス／オリンパスバイオマテリアル 
オリンパスは、1999 年よりβ-TCP（ベータリン酸三カルシウム）を成分とする「骨補填材 オスフェリオ

ン」を販売しております。2004 年には、当該事業を 100％子会社の OBM として分社しました。2005 年には、

ハイドロキシアパタイトを主成分とする「骨補填材 ボーンセラム」の事業を住友大阪セメント（株）と住友製

薬（株）から譲り受けました。OBM はこれらの製品を、日本で販売しております。 

 

■テルモ 
テルモは、1993年よりコラーゲンを成分とする人工皮膚「テルダーミス 真皮欠損用グラフト」を熱傷、外

傷、潰瘍、腫瘍切除などによる重度の皮膚・粘膜欠損の治療用に販売しています。また、1998年には、抜

歯後の治癒を促進させる「テルプラグ」を発売しました。テルモはこれらの製品を、日本をはじめ、米国、韓

国、台湾等の海外にも販売しております。 

 

【オリンパス テルモ バイオマテリアル株式会社の概要】 

社名  オリンパス テルモ バイオマテリアル株式会社 

    （英文名：Olympus Terumo Biomaterials Corp.） 

代表者 代表取締役社長 水野均 

    （現在、オリンパスバイオマテリアル株式会社 代表取締役社長） 

本社所在地 東京都新宿区西新宿 2-3-1 新宿モノリス 

事業内容 セラミックス人工骨・コラーゲンなどの生体材料および再生医療に関する研究開発、な

らびに製造販売  

資本金 7,207 万円 

出資比率 オリンパス 66.6％（192,000 株）、テルモ 33.4％（96,290 株） 

事業開始 2007 年４月 1 日 予定 

従業員数 約 60 名 

 

【新旧の事業のイメージ】 
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【参考資料】 

■オリンパス株式会社の概要 
所在地：東京都新宿区西新宿 2-3-1 新宿モノリス 

設 立：1919 年 

資本金：483 億円 

代表取締役社長：菊川 剛 

売上高：9,781 億円（連結、2006 年 3 月期） 

従業員数：33,022 名（連結、2006 年 3 月末）  

事業内容：デジタルカメラ、フィルムカメラ、録音機、医療用内視鏡、外科内視鏡、内視鏡処置具、生物

顕微鏡、工業用顕微鏡、臨床血液分析システム、情報通信機器、工業用内視鏡、非破壊

検査機器、プリンタ、バーコードスキャナ等の製造・販売 

 

■テルモ株式会社の概要 

所在地：東京都渋谷区幡ヶ谷 2-44-1 

設 立：1921 年 

資本金：387 億円 

代表取締役社長：高橋 晃 

売上高：2,470 億円（連結、2006 年 3 月期） 

従業員数：10,825 名（連結、2006 年 3 月末） 

事業内容：医薬品、栄養食品、血液バッグ、各種ディスポーザブル医療器具、人工心肺システム、カテ

ーテルシステム、腹膜透析関連、血糖測定システム、ＭＥ機器、電子体温計等の医療用機

器の製造・販売 

 

 

＜本件に関する報道機関からのお問合せ先＞ 

オリンパス株式会社 広報・IR 室 矢野、井内 

TEL：03-3340-2010 FAX：03-3340-2130 

http://www.olympus.co.jp 

テルモ株式会社 広報室 君島、古賀 

TEL：03-3217-6550 FAX：03-3217-677１ 

http://www.terumo.co.jp 

 

＜お客様からのお問合せ先＞ 

オリンパスバイオマテリアル株式会社 管理部 片山 

TEL：03-6901-4159 FAX：03-6901-4005 

http://www.biomaterial.co.jp 
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